
稲敷市
地域おこし協⼒隊

活動報告

2023年３⽉16⽇

⼟井畑 幸⼀郎（３年⽬）

稲敷市教育委員会 スポーツ振興課
地域おこし協⼒隊



⾃⼰紹介

⼟井畑 幸⼀郎 （もうすぐ34歳）

⼤阪府出⾝

筑波⼤学⼤学院・⼈間総合科学研究科・体育学専攻 修了

トランポリンと、アダプテッド体育・スポーツ学が専⾨

⼀般社団法⼈ スポーツプロモーションいばらき 理事 兼 マネージャー

公益財団法⼈ ⽇本体操協会 トランポリン委員会 障がい者トランポリン部⻑

⼀般社団法⼈ 地域おこしスポーツ協⼒隊ネットワーク 理事

職歴 特別⽀援学校中学部・常勤講師 ・ 稲敷市国体推進室 臨時職員



総合型地域スポーツクラブの設⽴

主な活動

にぎやか公園作戦



にぎやか公園作戦



事業の概要

⽇時：⽇曜⽇（⾏ける⽇） 13：00∼16：00

場所：リバーサイド公園（かぼちゃ公園）

内容：運動グッズ・スポーツグッズの貸出

2022年度は、32回実施（最後は３⽉19⽇）

延べ1,769⼈が利⽤
  稲敷市⺠ 1058⼈ 市外 711⼈
  ⼦ども  1107⼈ ⼤⼈ 659⼈

⽬的：運動スポーツを家族で楽しむきっかけ作り
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市町村 参加者

稲敷市 1058

⿓ヶ崎市 127

阿⾒町 110

美浦村 102

成⽥市 41

⼟浦市 36

⽜久市 34

つくば市 30

神栖市 29

河内町 24

参加者の居住市町村

もちろん、稲敷市が⼀番多い！

次に近隣市町村

▶親⼦で／祖⽗⺟と

▶にぎやか公園作戦⽬的で来る／公園⽬的で来
る／イバライドなどのついでに寄る

▶44％はリピーター（２⽉19⽇・26⽇の調査）



⼀般社団法⼈
スポーツプロモーション

いばらき



設⽴総会

2022年
３⽉６⽇

定款認証

3⽉16⽇

登記申請
（設⽴⽇）

４⽉１⽇

総合型
地域スポーツ
クラブに認定

５⽉12⽇

協⼒隊
卒業

2023年
３⽉

沿⾰

稲敷市と守⾕市で⾏っていたスポーツ教室を
⺟体として統合し設⽴



ミッション

既存のスポーツサービスが届かない⼈
とスポーツを繋げる

バリュー

チャレンジし続けます
多様性を認め互いを尊重します
ワクワクすることをやります

VISION
全ての⼈がスポーツを通した健康で幸福な⽣活

を送る社会を実現する



スポーツ庁の地域スポーツ振興施策のひとつ

多種⽬×多世代×多志向

受益者負担の原則

稲敷市では、「ライフスポーツクラブしんとね」さんが先駆け

「⼀般社団法⼈スポーツプロモーションいばらき」は茨城県で50団体⽬

茨城県スポーツ推進課と茨城県スポーツ協会による認定

総合型地域スポーツクラブとは



設⽴時社員（理事メンバー）

代表理事 成⽑ 美和 （APRESIA�Sytems・パラパワーリフティング⽇本代表）

  理事 中野 泰伺 （筑波⼤学ＤＡＣセンター・助教）

  理事 坂本 勝枝 （スポーツ推進委員・スポーツ振興課会計年度任⽤職員）

  理事 宮本 久美 （稲敷市⺠）

  理事 ⼟井畑 幸⼀郎 （稲敷市地域おこし協⼒隊）



事業紹介 ＜トランポリン教室＞



事業紹介 ＜マルチスポーツ教室＞



事業紹介 ＜いなしきスポーツパーク＞



事業紹介 ＜稲敷市スポーツ振興課 受託事業＞



"思い"とこれから



従来のジュニア・スポーツ観 これからのジュニア・スポーツ観

＜単⼀種⽬に打ち込む＞
�

・オーバーワークの問題
・限定的な⾝体の動かし⽅しか学ばない
・創造的なプレーができない
・トップアスリートになる可能性 ⼩
・⽣涯スポーツにも参加しにくい

＜複数種⽬を経験する＞
�

・多様な⾝体の動かし⽅を知っている
・靭帯や関節への負荷が低い
・トップアスリートになる可能性 ⼤
・⽣涯スポーツに参加しやすい

＜勝つことを⽬標にする＞
�

・スポーツが楽しくない
・燃え尽き症候群（バーンアウト）
・勝ち負けの嫌いな⼦ども・運動の苦⼿な⼦
ども・障がいのある⼦どもが参加できない
⇒スポーツ権が阻害されている社会

＜⾃⼰成⻑を⽬標にする＞
�

・スポーツが楽しくなる
・それぞれのペースで上達する
・参加のハードルが低い
⇒スポーツ権が、より保障された社会



トップスポーツ

スポーツ・サークル

近場での運動

習い事・勝ちを目指す

スポーツの遊び場

一般社団法人スポーツプロモーションいばらきの目指すところ

プロスポーツ
日本代表

スポーツ少年団
運動部活動

大人のスポーツサークル
シルバーリハビリ体操

スポーツを自由に遊べる場
スポッチャ的な…

ウォーキング・ジョギング
親子でキャッチボール

社会におけるスポーツのあり方

にぎやか公園作戦

いなしきスポーツパーク

トランポリン教室
マルチスポーツ教室



⼟井畑 幸⼀郎

⼀般社団法⼈スポーツプロモーションいばらき
Webサイト:�https://sites.google.com/view/sport-promotion-ibaraki

TEL:�090-4030-8463
Mail:�sport.promo.ibaraki@gmail.com

ぜひ、ご指導・ご⽀援よろしくお願いします

引き続き、稲敷市で
スポーツ振興に取り組みます！


